
読者から寄せられた意見＆感想あれこれ



※開会時間は午前９時３０分

※変更となる場合もあります。

２月２７日（水）　初　日　議案審議

３月４日（火）　総務委員会

　　５日（水）　環境建設委員会

　　６日（木）　福祉文教委員会　

　　１１日（火）　２日目　一般質問

　　１２日（水）　３日目　一般質問

　　１３日（木）　４日目　一般質問

　　１７日（月）　予算特別委員会

　　１８日（火）　予算特別委員会

　　２６日（水）　最終日　委員長報告・

　　　　　　　　　　　　追加議案審議

３月定例会予定

請願・陳情はお早めに

　３月定例会では２月１９日（火）まで

に提出された請願・陳情を審査しま

す。なお、請願・陳情の内容などをお

尋ねする場合もありますので、提出さ

れる方は、早めに議会事務局までご持

参ください。

問い合わせ
議会事務局へ　�（５５８）１１１１

インターネットで会議録と議会だよりもご覧になれます。

　あきる野市役所のホームページに市議会の会議録検索コーナーがあ
り、平成７年９月以降の本会議、常任委員会、予算特別委員会及び決算
特別委員会の会議録が掲載されています。また、平成１８年５月１日以降
の議会だよりも、検索できますので、是非ご覧ください。

本本本本本本本本本本会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議のののののののののの模模模模模模模模模模様様様様様様様様様様ををををををををををイイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト（（（（（（（（（（録録録録録録録録録録画画画画画画画画画画））））））））））でででででででででで配配配配配配配配配配信信信信信信信信信信開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始！！！！！！！！！！本会議の模様をインターネット（録画）で配信開始！

　平成１９年１２月７日より、議場での本会議の模様を市のホームペー
ジからご覧いただけるようになりました。
　これは、あきる野市議会として、市民の方に「より身近な議会」、
「開かれた議会」を目指し、１２月定例会から、市の条例や予算等の
議案審議、一般質問などの模様をご覧いただく機会をつくり、市政
に関するより一層の理解と関心をお寄せいただくことを目的に、イ
ンターネット（録画）配信を開始しました。
　また、配信開始から本年１月６日までの１ヶ月間で１，０９０件のご
利用がありました。
　今後もご利用をお待ちしております。

あきる野市役所のホームページ

【http://www.city.akiruno.tok

yo.jp/】から「議会中継」、「議

会会議録」または「あきる野市

議会」を検索し、ご覧ください。
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　秋川駅は、大正１４年に五日市鉄道（拝島～武蔵
五日市間）の開通と同時に、西秋留駅として開業
しました。昭和６２年には橋上駅舎及び南北自由通
路の完成により、当時の市名に合わせて、秋川駅
と改称されています。また、掲載しました「駅舎
と改札口」の一枚の写真からは、大正から昭和に
かけの時代の流れを垣間見ることができます。
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　油平は、新編武蔵風土記稿によると、小田原北条氏の家臣であった中村但馬守が、天正十八

年（１５９０年）に村を開いたといった記述があります。秋留っ原とよばれた秋留台地の端にあ

り、江戸時代より畑のみで田はなく、１８世紀の末頃は「アブラタイラ」とよんだようです。ま

た、油は、古くから照明用として使用し、古くは 胡  麻 、 荏  胡  麻 、木の実（椿やカヤ）などを原
ご ま え ご ま

料としていたそうです。油をとる作物を栽培した所が、油田とよばれ、そうした作物をつくる

山間の平（ダイ）地の畑だったことから油平となったとの記述が秋川市史にあります。

油 平（あぶらだい）



　創立年代は未詳です
が、御祭神は 誉  田  別  天 

ほん だ わけの てん

 皇 と伝えられていま
のう

す。また、現在の本殿
は、昭和４２年（１９６７年）
油平在住の宮大工・瀬
沼伊三郎氏が手がけた
ものです。八幡社は、
現在も油平の鎮守とし
て地域を守り続けてい
ます。

② 福  徳 寺   （油平２４６番地）
ふく とく じ

　福徳寺は、臨済宗建長寺派の寺で、本尊は十一面
観世音菩薩です。もとは福泉寺といって、油平２０～
２４番地付近にあり、開山は普門寺七世の 徹  堂  薫  禅  師 

てつ どう くん ぜん じ

と伝えられています。また、『建長寺　末寺編』に
よれば永正２年（１５０５年）に油平の現在地に移り、
明治４３年（１９１０年）には、牛沼にあった徳重院を当
寺へ合併して、両寺の頭字をとって、福徳寺と改称
し、今日に至っています。また、境内には、約１５０
種の牡丹や 海  棠 などが、春には見事な花を咲かせま

かい どう

す。
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問１　次回開催の平成２０年第１回（３月）定例会での

　　　一般質問は、３月何日から始まる予定でしょう

　　　か。

　　　　①　３月５日

　　　　②　３月７日

　　　　③　３月１１日

問２　今回の議会だより「あきる野ウオッチング」で

　　　取り上げました現在の駅名は、何でしょうか。

　　　　①　東秋留駅

　　　　②　秋川駅

　　　　③　武蔵引田駅

〔応募方法〕
　◇ハガキに答え、住所、氏名、年齢と議会だより　

　に対するご意見・ご感想などを書き添えてくださ　

　い。正解者の中から抽選で１０名の方に記念品を　

　プレゼントします。

　◇あて先　〒１９７－０８１４　あきる野市二宮３５０番地

　　　　　　あきる野市議会事務局

　◇締切り　２月１５日（当日消印有効）

　前号の正解は、問１「①１９年第４回（１２月）定例

会」・問２「①御前石」でした。

　応募総数は３７名で、正解者の中から抽選で１０名の方

に記念品をお贈りしました。

　なお、当選者の発表は、記念品の発送をもってかえ

させていただきます。ご応募ありがとうございまし

た。

　答えの中から正しいものを選び、ハガキ
に書いてお送りください。

冬の風物詩～凧（たこ）～

　青く澄み切った空高く、凧が悠々と揚がる姿は、
新年を迎えた心をさらに 清  々  しくさせてくれたもの

すが すが

です。また、子どもたちが、凧の糸を持って、風を
つかまえようとはしゃいで走る姿に、そばにいる者
も楽しい気持ちになったものでした。
　「たこ」と呼ぶのは関東方面だけで、関西方面で
は「いか」と呼ばれているようです。いずれも凧が
紙の尾を垂らして、空に揚がる姿が「 蛸 」や「 烏  賊 」

たこ い か

に似ていることから、江戸時代頃に名付けられたと
考えられています。
　日本の凧は、中国から平安時代頃に伝わってきた
と言われています。揚がった高さによって吉凶を判
断したり、豊作を願う祭りの大事な道具として用い
られていました。そして、世の中が戦国時代になる
と、凧は遠くからでも見えることから、戦の道具と
しても利用されました。庶民の遊び道具となったの
は、江戸時代に入ってからで、この頃には和紙も普
及して多種多様な凧が現れ、大人から子供までの遊
びとして流行したようです。
　お正月からこの時期にかけて、河川敷や公園で凧
揚げをする光景を見かけると、どこか懐かしさが心
をかすめます。

再生紙を使用しています


